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【選定理由】 
 県内では、局地的に分布し個
体数も少ない。また、生息に適
した環境が少なく、河川工事等
に伴う生息域の縮小により、個
体数の減少が心配される。 
 
 
 
 
 
 

【形 態】 
 体長雌 7.5〜12mm、雄 6.5〜
8mm。背甲は灰褐色で、眼域か
ら中央にかけて黒褐色の縦斑が
ある。腹部上面は濃茶褐色の斑
紋で縁どられ、腹部中央に白色
の縦斑がある。更に、その中に
前方から中央にかけて濃茶褐色
の縦斑がある。 
 
 
 
 

【分布の概要】 
 県内では、豊田市（旧豊田市・旧稲武町・
旧足助町）、北設楽郡設楽町、岡崎市（旧額田
町）に分布するが、局地的である。 
 国内では、北海道、本州、四国、九州に分
布する（新海ほか, 2018）。 
 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 山地の渓流の石の間に水平円網を張る。夜
行性で昼間は石の表面に潜んでいる。主にカ
ゲロウやトビケラなど水生昆虫を捕食する。 
 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 豊田市王滝渓谷では 10 数頭が生息してい
るが、他の地域では数頭と少ない。生息域で
の河川工事等は注意すべきである。 
 
 

【保全上の留意点】 
 生息地での河川工事の際は、水流に幾つも岩を残し、円網が張れるように施工すべきである。 
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豊田市王滝町(王滝渓谷), 2007 年 5 月 23 日, 緒方清人 撮影 
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